
2025 「競技者必携」審判の部 改訂・修正点

P３６　 

５．審判委員会申し合わせ事項 

３．競技場について 

（４）スリーフットレーン違反 

　　について 

※改訂理由（修正理由） 

　現行（注）を（注１）とし、（注２）を

新設。 

キ．に関する解説を追記した。

P３８　 

５．審判委員会申し合わせ事項 

４．用具について 

（５）使用球 

※改訂理由（修正理由） 

　大会使用球（試合球）につい

ては、試合前、チームに貸与しな

いことになっているが、一部大

会・開催地によって対応が異な

るケースが散見されるため、対応

を明文化し、意思統一を図った。

１

（注１）

（注２）キ.はファウルライン上を走っているため、妨害行為となる。 

※ライン上はフェア地域に含まれ、スリーフットレーン内ではない。

また、試合前、チームに大会使用球（試合球）を貸与し、練習等に使用さ

せてはならない。



２

P３９ 

５．審判員申し合わせ事項 

５．プレイヤーと交代について 

（３）ウ 

※改訂理由（修正理由） 

　（３）ウ　の後に脱字（「　.」が

抜けていた）があり、修正した。

P４１ 

５．審判委員会申し合わせ事項 

５．プレイヤーと交代について 

（５）テンポラリーランナー 

※改訂理由（修正理由） 

テンポラリーランナーの交代は

出血・負傷の場合のみ行うこと

ができ、その場合は正規の交代

となること等を明記し、再確認を

促すこととした。

P４５ 

５．審判委員会申し合わせ事項 

８．打撃について 

（１２）フェンス際の飛球の捕球に

ついて 

イ．に補足・追記 

※改訂理由（修正理由） 

　フェンスに衝突しながら捕球し

た際の説明文を追記することで

分かりやすく整理した。

.

テンポラリーランナーを使用した場合、テンポラリーランナーに代走を起

用することはできない。ただし、テンポラリーランナーが出血・負傷したとき

のみ、正規の交代として選手交代を行うことができる。また、その場合、テ

ンポラリーランナーを起用する前の投手・捕手を再び走者に戻すことは

できない。

フェンス上に転

倒したときに、身体の一部でも場外に触れたときは捕球後場外とする。



３

P４７ 

５．審判委員会申し合わせ事項 

１０．審判主任・副審について 

※改訂理由（修正理由） 

　（２）の後に、審判主任の任務を

追記し、各球場・試合会場で起こ

ったトラブル等の報告義務を明

記・再確認し、（３）とし、以下の項

番を繰り下げた。

P７９ 

７．審判員の基本動作 

故意落球 

コール・シグナル 

※改訂理由（修正理由） 

　Ｒ８－２項〈効果〉８～１５に準ず

る形で文章表現を改めた。

P８０ 

７．審判員の基本動作 

ツーベース 

コール・シグナル 

※改訂理由（修正理由） 

　Ｒ８－２項〈効果〉８～１５に準ず

る形で文章表現を改めた。

審判主任は、その球場で起こったトラブル等、報告が必要と思われる事

項を副審判長に、副審判長は審判長に報告しなければならない。

(3)

(4)

(5)

(6)

“ボールデッド”とコール

してから右手で野手を指さして“故意

落球”とコールし、続いて打者走者に

向かって“バッターアウト”のコールと

ゼスチュアをする。

“ボールデッド”

とコールし、右手を高く挙げ２本の指

を立て“ツーベース”とコールする。

　球審もこれに同調する。



４

P８５ 

７．審判員の基本動作 

インターフェア・バッターアウト 

コール・シグナル 

※改訂理由（修正理由） 

　他の項目との整合性を図り、文

章を整理し、分かりやすく書き改

めた。
“ボールデッド”とコールし、“インター

フェア・バッターアウト”のコールとゼス

チュアをする。

　その後、適切な処置をとる。

　

P８４ 

７．審判員の基本動作 

守備妨害（インターフェアランス） 

コール・シグナル 

※改訂理由（修正理由） 

　他の項目との整合性を図り、文

章を整理し、分かりやすく書き改

めた。

の

の

とゼスチュアをする。

とゼスチュ
アをする。

P８９ 

７．審判員の基本動作 

プレイの中断 

コール・シグナル 

※改訂理由（修正理由） 

　文章に整合性を持たせた。

外し、

以上が２０２５年度版「競技者必携」審判の部の改訂・修正点である。



５

２０２５年度版「競技者必携」で内容に変更なく追加した事項

掲載頁数を明記し、追加

２０２４ 

２０２５

P５ 

もくじ 

「参考」タイブレーク説明の放送

原稿の頁数を追加 

※改訂理由（修正理由） 

　２０２４年度版「競技者必携」か

ら「参考」として「タイブレーク説

明の放送原稿」を復活させて掲

載していたが、「もくじ」に頁数の

記載がなかったため、頁数を明

記し、追加した。



2025 「競技者必携」記録の部 改訂・修正点

P１４７　 

３．公式記録員手引 

３．試合前に必要なこと 

（２）試合前に準備すること 

　９）の文章を修正 

※改訂理由（修正理由） 

　試合開始時刻だけでなく、「終

了時刻」の計時、記帳も同様に大

切な事柄であるため、追記した。

P１４８ 

３．公式記録員手引 

４．大会期間中の発行資料 

※改訂理由（修正理由） 

　大会期間中の発行資料として

「スタートリスト」を作成、発行して

いるため、その実状に合わせ、追

記した。

１

・終了時刻の計時、記帳を忘れがちです。

２０２４

２０２５

２０２５ 赤枠囲み部分が２０２５新規追記部分



２

不戦勝（没収試合）等は記入しない

P１５１ 

３．公式記録員手引 

【記録１号】 

※改訂理由（修正理由） 

　「投手の記録」＜記録５号＞

「打撃・守備の記録」＜記録６

号＞を全チームに配布・送付す

ることをわかりやすく明確にした。

P１５０ 

３．公式記録員手引 

６．大会速報 

※改訂理由（修正理由） 

　例示する大会速報の差し替え

を行った。

２０２５  赤枠囲み部分が２０２５修正部分

２０２４男子決勝トーナメントの記録に差し替え



３

P１５２ 

３．公式記録員手引 

【記録３号】 

※改訂理由（修正理由） 

ページ下部の「作成上の注意点」 

１．の文章の「没収試合等」を

「不戦勝（没収試合）等」に修正。 

２．に「抽選勝ちの場合、得点を

○で囲む」を新規追記。 

３．を新設。２．に新規項目を追

加したため、従前の２．を新設し

た３．とした。

P１５３ 

３．公式記録員手引 

【記録４号】 

※改訂理由（修正理由） 

　ページ下部に「記録３号」同

様、「作成上の注意点」を追記

し、棄権があった場合の備考欄

の記載について注意を促した。

２０２５ 赤枠囲み部分が２０２５新規追記・修正部分

２０２４男子決勝トーナメントの記録に差し替え

２０２５ 赤枠囲み部分が２０２５新規追記部分

２０２４男子決勝トーナメントの記録に差し替え



４

２０２４男子決勝トーナメントの記録に差し替え

２０２５ 赤枠囲み部分が２０２５新規追記部分P１５４ 

３．公式記録員手引 

【記録５号】 

※改訂理由（修正理由） 

　昨年の男子決勝トーナメント

の記録に差し替え、＜記録５

号＞を全チームに配布・送付

することを新たに追記した。

P１５５ 

３．公式記録員手引 

【記録６号】 

※改訂理由（修正理由） 

　昨年の男子決勝トーナメント

の記録に差し替え、＜記録６

号＞を全チームに配布・送付

することを新たに追記した。

２０２４男子決勝トーナメントの記録に差し替え

２０２５ 赤枠囲み部分が２０２５新規追記部分



2025 「競技者必携」総務の部 改訂・修正点

P１４　 

競技会運営に関する注意事項 

チーム登録規程 

第５条　チームの登録 

登録に関する記述を修正 

※改訂理由（修正理由） 

　チーム登録に関する記述を実

状に合わせ、修正を行った。

P９　 

競技会運営に関する注意事項 

別表　ベンチ入りできる人数 

※改訂理由（修正理由） 

　エルダー大会が日本協会主

催大会として「復活」したことに

より、「種別」（競技会）の一番上

の欄に「エルダー」を追記した。

１

当法人所定

の方法により、支部長の確証をもって提出するものとする。

支部に追加登録のあった場合も上記の通りとする。なお、小学生・中学生・

高等学校・大学に限り、年度初めの登録とは別に、８月２１日から９月３０日

までチームの選手登録の変更を認める。

２０２４

２０２５

赤枠囲み部分が 
２０２５新規追記部分



2025 「競技者必携」指導者の部 改訂・修正点

P１６６　 

公認指導者規程 

第８条　指導者資格の義務化 

※改訂理由（修正理由） 

　大学で学生以外が監督の場

合は「スタートコーチ」では「不

可」とし、「日本スポーツマスター

ズ」が「国民スポーツ大会」と同

様の資格取得が義務付けられ

たため、その内容を明記した。

１

、また、日本スポーツマスターズ大会の監

督、コーチ、またはそれに代わる代行者となり得る者は、「公認ソフトボー

ルコーチ１」「公認ソフトボールコーチ２」「公認ソフトボールコーチ３」「公認
　 ソフトボールコーチ４」のいずれかの資格を取得すること。

※大学は学生以外が

監督をする場合は不可

○


